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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 
2007 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 
2008 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 
年度  
  年度  






























































































































ス簡易尺度（Brief scale of job stress, 以
下 BSJS と略す）、日本語版 The Center for 
Epidemiologic Studies Depression Scale 
(CES-D)、日本語版 the Maslach Burnout 
Inventory-General Survey（MBI-GS）、医療の













度の Visual Analog Scale は有意に悪化
しており、当直業務が医師の主観的負荷
を 高 め て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。
Flicker Test の結果は平常時と比較して、当
直明け時は有意に低下していた。Trail 











られた。他方、Trail making Test および


















①  病院勤務医の労働環境 
2008 年 11 月 11 日より 11 月 18 日の間に、
医師を対象としたインターネット調査を
行った。アクセス数 280 名のうち、回答
数は 226 名で回答率は 80.7%であった。
男女比は 204:22 で、平均年齢は 43.2±
8.0 歳であった。平日勤務時間は 10.5±
1.9 時間、休日 4.0±3.2 時間であった。
月の当直回数は 3.5±2.4 回であった。平
常時睡眠時間は 6.0±1.0 時間で、当直時
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